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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月21日(2019.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気化学的セルであって、
　パウチの第１の部分に結合され、第１の電極材料がその上に配置された第１の集電体と
、
　前記パウチの第２の部分に結合され、第２の電極材料がその上に配置された第２の集電
体と、
　前記第１の電極材料と前記第２の電極材料の間に配置されたセパレータとを備え、
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　前記電気化学的セルを封入するために、前記パウチの前記第１の部分が前記パウチの前
記第２の部分に結合される、電気化学的セル。
【請求項２】
　前記パウチが、前記パウチの前記第１の部分と前記第２の部分の間の折り畳み線に沿っ
て折り畳まれて、前記セパレータが前記第１の電極材料と前記第２の電極材料の間に配置
されている、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項３】
　前記セパレータが、前記第１の電極材料及び前記第２の電極材料のうちの少なくとも１
つより大きい、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項４】
　前記セパレータが、前記パウチの前記第１の部分と前記第２の部分の間に密封される、
請求項３に記載の電気化学的セル。
【請求項５】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、前記パウチに積層
される、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項６】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、前記パウチ上に配
置される、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項７】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、物理蒸着、化学蒸
着、メッキ、電気メッキ、及び電着のうちの少なくとも１つを使用して堆積される、請求
項６に記載の電気化学的セル。
【請求項８】
　前記第１の電極材料及び前記第２の電極材料のうちの少なくとも１つが、約２５０μｍ
から約２０００μｍの範囲の厚さである、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項９】
　前記第１の電極材料及び前記第２の電極材料のうちの少なくとも１つが、約２５０μｍ
から約５００μｍの範囲の厚さである、請求項８に記載の電気化学的セル。
【請求項１０】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、約２０μｍ未満の
厚さである、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項１１】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、約１２μｍ未満の
厚さである、請求項１０に記載の電気化学的セル。
【請求項１２】
　前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少なくとも１つが、約５μｍ未満の厚
さである、請求項１１に記載の電気化学的セル。
【請求項１３】
　前記第１の集電体に対する前記第１の電極材料の比が、少なくとも１２：１より大きい
、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項１４】
　前記第１の集電体に対する前記第１の電極材料の前記比が、少なくとも２０：１より大
きい、請求項１３に記載の電気化学的セル。
【請求項１５】
　前記第２の集電体に対する前記第２の電極材料の比が、少なくとも１２：１より大きい
、請求項１に記載の電気化学的セル。
【請求項１６】
　前記第２の集電体に対する前記第２の電極材料の前記比が、少なくとも２０：１より大
きい、請求項１５に記載の電気化学的セル。
【請求項１７】
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　エネルギー容量が、約０．１Ａｈから約４０Ａｈである、請求項１に記載の電気化学的
セル。
【請求項１８】
　電気化学的セルであって、
　パウチの第１の部分に結合された第１の電極と、
　前記パウチの第２の部分に結合された第２の電極と、
　前記第１の電極と前記第２の電極の間に配置され、前記第１の電極及び前記第２の電極
のうちの少なくとも１つよりも実質的に大きいセパレータとを備え、
　前記セパレータが、前記パウチの前記第１の部分と前記第２の部分の間で密封され、前
記電気化学的セルを封入する密封領域を形成する、電気化学的セル。
【請求項１９】
　前記パウチが、約２０μｍ未満の厚さである、請求項１８に記載の電気化学的セル。
【請求項２０】
　前記密封領域が、約１０μｍから約１０ｍｍの範囲の幅である、請求項１８に記載の電
気化学的セル。
【請求項２１】
　前記密封領域が、前記パウチの外側縁部から約１０μｍから約２０ｍｍのところに存在
する、請求項１８に記載の電気化学的セル。
【請求項２２】
　前記第１の電極が、前記パウチの前記第１の部分に積層される、請求項１８に記載の電
気化学的セル。
【請求項２３】
　前記第２の電極が、前記パウチの前記第２の部分に積層される、請求項１８に記載の電
気化学的セル。
【請求項２４】
　電気化学的セルを製造する方法であって、
　パウチ材料の第１の部分上に第１の集電体を配置する工程と、
　前記第１の集電体上に第１の電極材料を配置する工程と、
　前記パウチ材料の第２の部分上に第２の集電体を配置する工程と、
　前記第２の集電体上に第２の電極材料を配置する工程と、
　前記第１の電極材料及び前記第２の電極材料のうちの少なくとも１つの上にセパレータ
を配置する工程と、
　前記パウチ材料を、前記パウチの前記第１の部分と前記第２の部分の間の折り畳み線に
沿って折り畳む工程と、
　前記パウチ材料を密封して、前記電気化学的セルが収納されるパウチを形成する工程と
を含む、方法。
【請求項２５】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、前記パウチ
材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を積層する工程を含む、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２６】
　前記パウチ材料の前記第２の部分上に前記第２の集電体を配置する工程が、前記パウチ
材料の前記第２の部分に前記第２の集電体を積層する工程を含む、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２７】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、物理蒸着を
使用して前記パウチ材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を堆積させる工程を含む、
請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、化学蒸着を
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使用して前記パウチ材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を堆積させる工程を含む、
請求項２４に記載の方法。
【請求項２９】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、メッキを使
用して前記パウチ材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を堆積させる工程を含む、請
求項２４に記載の方法。
【請求項３０】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、電気メッキ
を使用して前記パウチ材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を堆積させる工程を含む
、請求項２４に記載の方法。
【請求項３１】
　前記パウチ材料の前記第１の部分上に前記第１の集電体を配置する工程が、電着を使用
して前記パウチ材料の前記第１の部分に前記第１の集電体を堆積させる工程を含む、請求
項２４に記載の方法。
【請求項３２】
　前記パウチ材料に開口を作成して、前記第１の集電体及び前記第２の集電体のうちの少
なくとも１つとの電気的接続を可能にする工程をさらに含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項３３】
　バッテリラックであって、
　第１のバッテリモジュールと、
　前記第１のバッテリモジュール上に配置された第２のバッテリモジュールであって、前
記第１のバッテリモジュールの上部寸法に実質的に適合する底部寸法を有する第２のバッ
テリモジュールとを備え、
　前記第１のバッテリモジュールが、
　第１の容器と、
　前記第１の容器を実質的に密封する蓋とを備え、前記第１の容器が複数の電気化学的セ
ルを有し、
　前記第２のバッテリモジュールが、前記蓋によって実質的に密封された前記第１のバッ
テリモジュール上に配置されたときに、十分なスタッキング圧力を提供する、バッテリラ
ック。
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